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Ｊ
Ｒ
東
海
に
公
金
投
入
の
仕
組
み 

法
改
定
で
は
、
鉄
道
運
輸
機
構
が
Ｊ
Ｒ
東

海
に
財
政
投
融
資
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
資

金
の
償
還
確
実
性
に
関
す
る
審
査
を
行
う

の
も
鉄
道
運
輸
機
構
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
６
日
の
衆
院
国
土
交
通
委
員
会
で
本

村
氏
が
「
民
間
事
業
に
鉄
道
運
輸
機
構
が
貸

し
付
け
た
例
は
あ
る
の
か
」
と
問
う
と
国
土

交
通
省
の
奥
田
哲
也
鉄
道
局
長
は
「
貸
し
付

け
を
行
っ
た
例
は
な
い
」
こ
と
を
認
め
ま
し

た
。 本

村
氏
は
、
同
機
構
に
は
貸
付
業
務
に
精

通
し
た
人
材
が
お
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
頻
繁

に
人
事
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
を

示
し
、「
鉄
道
運
輸
機
構
と
Ｊ
Ｒ
東
海
は

〝
ず
ぶ
ず
ぶ
〟
の
関
係
。
厳
格
な
審
査

は
で
き
な
い
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
は
５
千
億
円
の
得 

本
村
氏
は
、
財
政
投
融
資
の
活
用
で

Ｊ
Ｒ
東
海
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が

生
じ
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。
奥
田
局

長
は
資
金
調
達
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

こ
と
を
あ
げ
、「
交
通
政
策
審
議
会
で
検

証
さ
れ
た
当
初
ケ
ー
ス
と
、
財
投
活
用

の
ケ
ー
ス
で
は
、
５
千
億
（
円
）
の
差

衆
院
国
土
交
通
委
員
会
は
２
６
日
、
リ
ニ

ア
新
幹
線
建
設
へ
の
３
兆
円
の
公
的
資
金

投
入
を
可
能
に
す
る
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設

整
備
支
援
機
構
法
改
定
案
を
採
決
し
、
自

民
、
公
明
、
民
進
、
維
新
な
ど
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
反
対
し
ま
し

た
。
同
改
定
案
は
同
日
、
実
質
審
議
入
り
し

た
ば
か
り
。
参
考
人
質
疑
で
も
リ
ニ
ア
の
安

全
・
技
術
面
で
の
不
安
な
ど
、
多
く
の
問
題

点
が
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず

か
１
日
の
審
議
で
質
疑
を
打
ち
切
り
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

同
改
定
案
は
、
政
府
が
国
債
の
一
種
「
財

投
債
」
を
発
行
し
て
調
達
し
た
資
金
を
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
全
線
開
業
の
最
大
８

年
間
前
倒
し
を
理
由
に
、
鉄
道
運
輸
機

構
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に
貸
し
出
す
財

政
投
融
資
（
財
投
）
を
行
う
も
の
。
そ

の
た
め
、
機
構
に
貸
付
業
務
を
追
加
し

ま
す
。
採
決
に
先
立
ち
、
日
本
共
産
党

の
本
村
伸
子
議
員
が
反
対
討
論
し
、
リ

ニ
ア
新
幹
線
事
業
が
抱
え
る
問
題
に
対

す
る
十
分
な
審
議
も
な
く
採
決
し
た
こ

と
に
抗
議
し
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、「
安
全
性
、
採
算
性
、
技

術
面
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境
な
ど
多

く
の
問
題
を
抱
え
、
無
謀
な
計
画
だ
」

と
指
摘
。
同
社
の
全
額
自
己
負
担
と
い

が
あ
る
」
と
回
答
。
本
村
議
員
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
が
想
定
し
て
い
た
金
利
負

担
よ
り
財
投
の
金
利
が
低
く
な
る
こ

と
か
ら
も
、「
も
の
す
ご
い
優
遇
だ
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
リ
ニ
ア
へ
の
公
的
資
金

投
入
の
背
景
と
し
て
、
参
院
選
で
「
超

低
金
利
活
用
型
財
政
投
融
資
」
を
今

後
５
年
間
、
３
０
兆
円
規
模
で
行
う

と
し
た
自
民
党
の
公
約
を
紹
介
。「
１

９
９
０
年
代
後
半
『
第
２
の
予
算
』

と
呼
ば
れ
た
、
大
型
開
発
事
業
へ
の

う
大
前
提
が
崩
れ
た
以
上
、「
Ｊ
Ｒ
東
海

の
全
額
自
己
負
担
を
前
提
と
し
た
整
備

計
画
決
定
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
を

取
り
消
す
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。 

反
対
の
理
由
に
、（
１
）
リ
ニ
ア
新
幹

線
事
業
そ
の
も
の
に
大
義
が
な
く
、
建

設
主
体
の
Ｊ
Ｒ
東
海
の
や
り
方
に
も
多

く
の
問
題
点
が
あ
る
、（
２
）
今
回
の
財

政
投
融
資
は
さ
ら
な
る
追
加
投
資
に
道

を
開
き
、
将
来
、
国
民
・
住
民
に
ツ
ケ

を
回
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
―
な
ど

を
挙
げ
ま
し
た
。 

 

本村伸子議員＝２６日、衆院国交委 

財
投
資
金
投
入
を
復
活
さ
せ
る
、
リ
ニ

ア
を
そ
の
先
駆
け
に
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
石
井
啓
一
国

交
相
は
「
財
投
全
体
の
在
り
方
は
財
務

省
に
」
と
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。 

公
金
を
注
ぎ
、
情
報
は
非
公
表 

奥
田
局
長
は
、
公
共
工
事
で
は
入
札

や
契
約
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
法

律
に
従
っ
て
公
表
が
求
め
ら
れ
る
が
、

Ｊ
Ｒ
東
海
発
注
の
工
事
は
、
民
間
企
業

で
あ
る
た
め
、
契
約
金
額
や
経
過
な
ど

す
べ
て
「
非
公
表
」
と
答
え
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、「
３
兆
円
も
公
的
資
金
が

投
入
さ
れ
る
事
業
。
情
報
公
開
を
推
進

す
る
政
府
の
方
針
に
も
反
す
る
」
と
開

示
を
求
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
労
働
者
の
安
全
確
保
、
労
働

条
件
改
善
な
ど
を
求
め
る
公
共
工
事
品

質
確
保
法
も
適
用
さ
れ
な
い
と
し
て
、

そ
れ
に
準
じ
る
対
応
―
―
公
共
工
事
並

み
の
安
全
対
策
、
宿
舎
の
安
全
確
保
、

車
両
が
過
積
載
と
な
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
確
保
さ
れ
る
か
を
審
査
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 


